
































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は①
森林・林業基本法に基づき政府が定める「森林・林業基本計画」は、情勢の推移等を勘案
しておおむね5年ごとに変更されるものと規定されている。おおむね10年ごととする記述
は誤りである。

●問題Ⅲ-2
正解は②
日本の人工林（約1,000万ha）の主要な構成樹種は、スギ（約45%）、ヒノキ（約26%）、
カラマツ（約10%）等である。アカマツを第3の主要樹種とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は③
漸伐作業は、予備伐・下種伐・受光伐・後伐の順に数段階に分けて伐採を進め、母樹から
の天然下種により林分を更新させる作業法であり、天然更新を前提としている。

●問題Ⅲ-4
正解は①
ある時点における生物の総量を表す指標は「現存量（バイオマス）」である。純成長量は
総成長量から枯損量等を差し引いた正味の増加量を指すため、記述は不適切である。

●問題Ⅲ-5
正解は④
植栽後や下刈り終了後に侵入・発生した不要な樹木（侵入雑木等）を取り除く作業は「除
伐」である。立木密度を調整して残存木の成長を促進する「間伐」とは異なる。

●問題Ⅲ-6
正解は②
伐期齢とは、林分が計画された生産目標に達して主伐（収穫伐採）を行う予定の年齢（林
齢）を指し、予測的間伐年齢とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
列状間伐は立木の形質や優劣に関係なく機械的に列状の立木を伐採するため、残された列
の中には曲がり木等の形質の悪い木もそのまま残る。形質の悪い木は残されないとする記
述は誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は④
マングローブ林は、熱帯・亜熱帯の河口付近や入江など、潮の干満により海水と淡水が混
ざり合う「汽水域（潮間帯）」に成立する森林であり、淡水湿地に成立する記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-9
正解は②
植物の主要構成元素のうち炭素（C）の供給源は大気中の二酸化炭素（CO2）である。岩石
を供給源とするミネラル（無機塩類・鉱物質養分）には該当しない。

●問題Ⅲ-10
正解は②
草本植物は地上部の茎や枝が木質化しない植物の総称であり、一年生植物のみならず多年
生植物（多年草）や二年生（越年生）植物も広く含まれる。

●問題Ⅲ-11
正解は③
ワシントン条約（CITES）は、過度な国際取引による絶滅を防止するため、絶滅のおそれ



のある野生動植物の種の「国際取引を規制」する条約である。渡り鳥の保護等を主目的と
する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は⑤
FRA2010において、2000〜2010年のアジア地域における森林面積の純増は、主に中国にお
ける大規模な国家植林プロジェクトによるものであり、タイやフィリピンとする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-13
正解は④
森林生態系において、土壌菌類や土壌小動物などの分解者は落葉落枝を無機養分へと還元
して植物の再吸収を促す不可欠な役割を担っており、分解者の影響が少ないとする記述は
誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は③
ポドゾルは寒冷湿潤な亜寒帯針葉樹林気候下で生成され、表層付近が漂白された灰白色層
を持つ強酸性土壌である。湿潤亜熱帯・熱帯に広く分布する粘土質土壌とする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-15
正解は①
提示された式は開水路流れにおける平均流速を算出する「マニングの流速公式」であり、
求められるものは流水の平均流速である。

●問題Ⅲ-16
正解は①
新潟や長野北部等に広く分布する泥岩・凝灰岩等の新第三紀層に発生する地すべりは「第
三紀層地すべり」である。断層破砕帯に生じる破砕帯地すべりとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は④
土石流の堆積物は、巨礫から細粒土砂までが分級・淘汰作用をほとんど受けずに混在した
無層状（塊状・逆級化構造）を呈し、深部から浅部へ整然とした層状を形成して堆積する
わけではない。

●問題Ⅲ-18
正解は②
風化が進んだ花崗岩（マサ土）や火山砕屑物（シラス等）の分布地域は、透水性が高く結
合力が弱いため豪雨時にせん断強度が急減し、表層崩壊が極めて起こりやすい。

●問題Ⅲ-19
正解は②
のり切工は、崩壊斜面上部の不安定土砂を削り落として安定勾配に整形する「山腹基礎
工」である。切芝を用いて植栽基盤を造成する山腹緑化工とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は④
森林は樹冠遮断蒸発や植物の旺盛な蒸散作用により多量の水分を大気中へ放散するため、
流域の年総流出量は伐採跡地（裸地）よりも少なくなる。

●問題Ⅲ-21
正解は⑤
結合トラバースは、既知点から出発して他の既知点に結合する測量方式であり、既知点間
の座標値や方向角の照合によって測角・測距の閉合誤差を確実に点検・特定できる。

●問題Ⅲ-22



正解は③
林道の曲線部における拡幅は、車両の内輪差を補償して安全走行を確保するために設ける
ものであり、曲線半径が「小さい」ものほど必要な拡幅量は大きくなる。

●問題Ⅲ-23
正解は③
集水域からの流水が集中する渓流等との交差部では、路体を安全に横断させ路面決壊を防
ぐため、橋梁や暗渠（大型カルバート等）を設置することが適切である。

●問題Ⅲ-24
正解は④
土圧の大きさの関係は、壁体が土を押す極限状態である受働土圧が最大となり、次いで変
位のない静止土圧、壁体が土から離れる向きに変位した主働土圧が最小となる（受働土
圧＞静止土圧＞主働土圧）。

●問題Ⅲ-25
正解は②
労働生産性とは、投下された労働量（労働時間や人工）に対する生産量の比率（生産量÷
労働量）を表す指標であり、労働負担の度合いを加味した指標ではない。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
スナビング式索張りは、傾斜地において木材を自重により滑降させる際に、控索（スナビ
ング索）で制動しながら運材する方式であり、主索を用いない索張りである。

●問題Ⅲ-27
正解は①
2サイクルガソリンエンジンの燃料として用いられる混合油は、無鉛ガソリンに専用の2サ
イクルエンジンオイル（潤滑油）を規定比率で混合したものであり、軽油を混合するわけ
ではない。

●問題Ⅲ-28
正解は①
林業労働における振動障害予防のための通達において、チェーンソーの操作時間は1回連
続10分以内、1日の総操作時間は「2時間以内」と定められており、4時間以内とする記述
は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は③
針葉樹の木部組織において約90%以上を占め、水分の通道と樹体の力学的支持を兼ねてい
るのは「仮道管」である。道管は広葉樹特有の組織であり針葉樹には存在しない。

●問題Ⅲ-30
正解は①
木材の力学的強度は、繊維飽和点（含水率約28〜30%）以上では自由水の増減に関わらず
ほぼ一定であるが、繊維飽和点未満になると結合水の脱離に伴い急激に増大する。

●問題Ⅲ-31
正解は④
完全乾燥木材の元素組成は、樹種によらず炭素が約50%、酸素が約44%、水素が約6%、微量
の灰分・窒素から構成されており、炭素がおよそ70%を占めるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-32
正解は④
日本の木造建築物に甚大な食害被害を与える主要なシロアリは「ヤマトシロアリ」と「イ
エシロアリ」である。オオシロアリは主に南西諸島等の湿った朽木に生息し建築害虫では
ない。



●問題Ⅲ-33
正解は⑤
木材自体の力学的強度は比重が大きいほど高くなるため、接着阻害物質が存在しない適正
な接着条件下では、せん断接着強さは木材の比重に比例して高くなる。

●問題Ⅲ-34
正解は④
木材は金属材料に比べて硬度や切削抵抗が格段に小さいため、工作機械による切削速度や
送り速度は金属加工の数十〜数百倍の「高速度」で行われる。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
単板の繊維方向をほぼ平行に揃えて積層接着した木材製品はLVL（単板積層材）であり、
主に柱や梁等の軸部材に用いられる。繊維方向を直交させて積層する面材料は「合板」で
ある。


